






































































世界の金属生産に占める粗鋼の量は、次の如くほぼ 9.3 割をしめる。 
 
第 1表 世界の金属生産量 
単位；1,000 トン 
 1995 1996 1997 
粗鋼 707.131 700.485 740.853 
非銑金属うち    
一次アルミ  19.559  20.854  21.469 
鉛   5.281   5.429   5.644 
亜鉛   7.425   7.457   7.807 


























































































































 和鉄値段 輸入銑鉄値段 
 （煉鉄・百斤･円） （百斤・円） 
明 10 4.55 1.15 
11 4.85 0.95 
12 5.54 0.97 
13 6.36 0.94 
14 7.48 0.88 
15 6.42 1.19 
16 4.85 0.95 
17 3.25 0.90 
18 3.17 1.13 









写真 1 風化した花崗岩（砂鉄をふくむ） 写真２ 鉄穴流し（左右交互に使う）（千種） 
これを鉄穴流しにかける 
 



































































































1713 年 ダービーによるコークス高炉法 
（1765 年 ワット、「蒸気原動機」の改良） 
1784 年 コート、パドル法特許 





1860 年 ベツセマーの「転炉法」 












































































































































写真 12 鹿児島 磯の反射炉跡 
 
写真 11 鹿児島 磯の反射炉模型（記念館内展示） 



















































写真 17 韮山反射炉 
 
幕命をうけ、ヒューゲーニンの蘭書をもとに反射炉二双（一基に二炉、計四炉）の建設にと




安政２年２月、最初の火入れが行われた。溶解した銑鉄で 18 ポンド砲が鋳型で鋳造された。 
その後、佐賀藩の技術者の協力を得ながら、築炉、操業がつづけられたが、韮山反射炉によ































写真 18 伊豆梨元の煉瓦焼成窯 写真 19 散乱している製品 



























































写真 21 釜石 橋野高炉跡 写真 22 釜石 橋野高炉跡 







































































































































































石 1,600 屯余が、はじめて輸入された。 
さて、八幡製鉄所は､建設工事開始後四年目の 1901（明治 34）年２月５日に、第一溶鉱炉の




























写真 30 八幡製鉄所資料館内創業記念文鎮 
 
 





































－ 25 － 
「ヤスキハガネ」の原料の白銑を製造しつづけ、第二次大戦中には、日産７屯にまでと生産性
をたかめた。 
戦後になり、昭和 30 年代には、日産量 13 トンにまで発展した。然し昭和 40 年、スウェーデ







写真 32 現状 
 
写真 31 広島県双三郡布野村 教育委員会より 



































































































































第４図 1796 年 Gleiwitz 工業に建設されたドイツの最初のコークス高炉 
単位：メートル 
（Stahl und Eisen Heft 17, 26 August 1965, P.1057 より） 




















－ 31 － 
第３表 日本技術者の排出過程 
 
－ 32 － 
註 
１．黒岩著「たたら」―日本古来の製鉄技術―玉川大出版部 1976 年 11 月 
２．大橋周治著「幕末・明治製鉄史」アグネ出版 1975 年７月 
３．奥村正二著「小版・生糸,和鉄」岩波新書 1973 年７月 
４．大橋周治氏前掲書 
 ５．大蔵省編（大内兵衛、土屋喬雄校）「明治前期財政経済資料集成」第 17 巻「工部省沿革
報告」 昭和６年９月 
６．上記「工部省沿革報告」 
７．工学会編「明治工業史」昭和４年 11 月 
８．三枝博音・飯田賢一編「日本近代製鉄技術発達史」東洋経済新報社、昭和 32 年５月 
９．大橋周治氏前掲書 
10．黒岩著「現代技術史論」東洋経済新報社昭和 62 年 5月 
その他平凡社「百科辞典」、「鐡考」（大蔵大臣官房）明治 25 年、ヨハンゼン「鉄の歴史」三
谷耕作訳、慶応書房 1942 年など 
－ 33 － 
